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【抄 録】 

スポーツ庁が推進する「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」の委託を受けて，2016

（平成 28）年 7 月 29 日付で早稲田大学オリンピック・パラリンピック教育研究センター（以下，「早大オリ・

パラセンター」）が発足した．平成 28 年度における早大オリ・パラセンターは，岩手県，広島県，熊本県

の各教育委員会および各学校と連携して事業をすすめた． 

そこで，本稿では，早大オリ・パラセンターが平成 28 年度に行った小学校，中学校，高等学校及び特

別支援学校におけるオリンピック・パラリンピック教育事業を紹介することを目的とした．日本では，これま

で東京（1964 年），札幌（1972 年），長野（1998 年）と計 3 回（夏季 1 回，冬季 2 回）のオリンピック大会，

また，札幌を除く計 2 回（夏季 1 回，冬季 1 回）のパラリンピック大会を開催している．そして，2020 年の

東京オリンピック・パラリンピック競技大会は，夏季大会としては，前回の東京大会以来，56 年ぶりの自

国開催となる．本稿において，研究資料という形で，早大オリ・パラセンターの事業を報告することは，

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック大会開催に向けたわが国のオリンピック・パラリンピック教育の

展開を振り返る際の貴重な資料となる点に意義があると考えた．  

実践校は計 30 校（小学校 10 校，中学校 8 校，高等学校 11 校，特別支援学校 1 校）で，オリンピア

ン・パラリンピアンの派遣は，オリンピアンが計 22 校（小学校 8 校，中学校 4 校，高等学校 10 校），パラ

リンピアンが計 8 校（小学校 2 校，中学校 4 校，高等学校 1 校，特別支援学校 1 校）であった．児童，

生徒たちは，オリンピアン・パラリンピアンの講義や実技指導に積極的に参加していた．そのため，アンケ

ートではオリンピック・パラリンピック，さらにはスポーツへの理解や関心の高まりが見られた．また，オリン

ピアン・パラリンピアンの講義を通して学んだことを，自分のこれからの生活で生かしていこうという意志が

読み取れるコメントや，障がい者への理解の深まりや仲間の重要性の認識などが読み取れるコメントも見



 
 

られた． 
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